










Distribution of Homonyms in Japanese Text 














































































サブコーパス（LB）である。データは BCCWJ の DVD 版（ver. 1.1）を利用した。LB に
は 10551 のサンプルが含まれており，固定長と可変長6を合わせた語数の平均値は 3886.6
語，中央値は 2924 語である。 
 
2 引用は林（1982: 132）より。 
3 事業所におけるテレタイプ，カナタイプのデータを用いた分析がいくつか報告されている。 
4 田中（1971: 132）によれば，この同音語集には 7803 セット（約 25000 語）の同音語が収め
られているとのことである。 
5 ここでの書き分けは，平仮名と片仮名の違いではなく，長音表記の違いのことである。 








 10551 サンプルのうち，約 95.4%である 10062 サンプルに少なくとも 1 つ以上の同音語
の組が現れていた。図 1 は，1 サンプルあたりの同音語の組数（延べ）の分布を示したもの
















図 1 1 サンプルあたりの同音語（漢語）の組数の分布 
 
５.２ 出現頻度の多い同音語 
 表 1 は，出現頻度の多かった同音語の組の上位 50 を示したものである。表 1 を見ると
圧倒的に一字漢語が多いことが分かる。出現した同音語の組の数は 7540 組，そのうち頻
度 10 以上は 1082 組であった。その 1082 組を文字数により分けると，一字漢語が 721
組，一字漢語と二字漢語の組み合わせ7が 21 語，二字漢語同士が 340 組であった。 
 













































































表 2 は同音語でよく引き合いに出される二字漢語で出現頻度が多い例（頻度 50 以上）で
ある。入力ミスでよく見るような例が多く見られる。 
 
表 2 出現頻度の多い同音語（二字漢語，頻度 50 以上） 
 
順位 組合せ 頻度 
18 以上-異常 536 
20 自信-自身 512 
32 以外-意外 359 
42 期間-機関 292 
45 事態-自体 271 
54 性格-正確 243 
79 以前-依然 187 
84 以来-依頼 178 
92 機会-機械 164 
93 家庭-過程 163 
95 化学-科学 160 
97 容易-用意 154 
100 創造-想像 148 
101 習慣-週間 147 
105 時分-自分 140 
112 事故-自己 130 
119 減少-現象 124 
120 夫人-婦人 122 
121 対照-対象 120 
133 当事-当時 109 
138 協力-強力 108 
139 以降-移行 107 
142 最後-最期 105 
148 指示-支持 95 
150 向上-工場 95 
156 一体-一帯 90 
160 感心-関心 86 
162 動揺-同様 83 
163 生涯-障害 83 
175 地震-自身 77 
187 時間-次官 73 
198 好意-行為 70 
201 指摘-私的 68 
209 一所-一緒 65 
213 医師-意志 64 
215 上体-状態 63 
216 週刊-週間 63 
217 人口-人工 63 
219 上京-状況 62 
231 効果-高価 59 
237 史料-資料 57 
243 先頭-戦闘 54 
256 保証-保障 51 
258 解放-開放 51 
262 最近-細菌 50 











意味する。これを二字漢語（縦の 2 の列）で見ると，組の数が 2 で 6525 サンプル，すな
わち全体（10551 サンプル）に対して少なくとも約 6 割のサンプルに同音二字漢語の同音
異義語が現れていることがわかる。 
 
表 3 サンプルにおける語の長さと同音語の組数（サンプル数） 
 長さ 
語の数 
1 2 3 4 5 6 8 計 
1 10551 10551 6087 398 61 285 21 27954 
2 9882 6525 1  1   16409 
3 5805 466      6271 
4 2064 38      2102 
5 535 1      536 
6 157 1      158 
7 55       55 
8 15       15 
9 8       8 
10 1       1 
計 29073 17582 6088 398 62 285 21 53509 
 
表 4 サンプルにおける語の長さと同音語の組数（語数） 
 長さ 
語の数 
1 2 3 4 5 6 8 計 
1 413367 2133471 9947 412 64 285 21 2557567 
2 64136 20297 1  1   84435 
3 14516 504      15020 
4 3121 39      3160 
5 649 1      650 
6 174 1      175 
7 58       58 
8 15       15 
9 8       8 
10 1       1 
計 496045 2154313 9948 412 65 285 21 2661089 
 




 また，表 4 はサンプルにおける語の長さと同音語の組数ベースで集計したものである。
これによると，同一サンプル中に現れる同音語の二字漢語数は，20842 語（表 4 の 2 の列
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